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ラ
ピ
ダ
ス
㈱（
小
池
淳
義
・
代
表
取
締
役
社
長
）は
２
月
27
日
、
２
０
２
７
年
の
先
端
半

導
体
量
産
に
向
け
て
政
府
と
民
間
を
中
心
に
し
た
企
業
か
ら
総
額
２
６
７
６
億
円
の
資

金
調
達
を
実
施
し
た
と
発
表
し
、
道
内
の
経
済
界
な
ど
か
ら
波
及
効
果
を
期
待
す
る
声

が
広
が
る
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
も“
礼
賛
報
道“
を
流
す
が
、
半
導
体
の
製
造
に
と
も
な
う

環
境
へ
の
影
響
や
将
来
的
な
リ
ス
ク
な
ど
に
言
及
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ

ん
な
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」が
２
年
半
に
わ
た
る
半
導
体
講
座
を

続
け
て
き
た
。
最
近
の
動
き
や
講
座
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

最
大
の
懸
念
は
環
境
汚
染

最
大
の
懸
念
は
環
境
汚
染

先端半導体事業を経済安全保障の一環に位置づけ、千歳市内に
建設された国策企業「ラピダス」の工場。来年の量産化に向け準備
が進むが、環境リスクなどの問題が置き去りにされていないか
（昨年７月撮影）

ラ
ピ
ダ
ス
と
の
水
利
用
協
定
を

ラ
ピ
ダ
ス
と
の
水
利
用
協
定
を

「
墨
塗
り
」で
隠
す
道
へ
の
疑
問

「
墨
塗
り
」で
隠
す
道
へ
の
疑
問

　

業
界
大
手
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ（
台
湾
積
体
電

路
製
造
）が
熊
本
県
内
に
半
導
体
製
造
工

場
を
建
設
し
た
の
に
続
き
、
国
産
先
端
半

導
体
の
受
託
製
造
を
め
ざ
し
２
０
２
２
年

に
設
立
さ
れ
た
ラ
ピ
ダ
ス
。
経
済
産
業
省

の
全
面
的
な
支
援
を
受
け
て
、
国
策
企
業

と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
国
や
道
、
関
係
自

治
体
か
ら
道
民
に
伝
え
ら
れ
る
の
は“
バ

ラ
色
の
夢
”の
も
の
が
多
い
─
─
。

　

こ
う
し
た
中
で
、「
市
民
の
視
点
で
半
導

体
産
業
の
功
罪
と
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
明

ら
か
に
し
よ
う
」と
、23
年
秋
か
ら
始
ま
っ

た
の
が
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」の
半
導

体
講
座
だ
。
そ
れ
か
ら
２
年
半
、
月
１
回

の
講
座
が
続
い
て
い
る
。

　

２
月
17
日
に
行
な
わ
れ
た
、
25
年
度

後
期
講
座
を
締
め
く
く
る「
総
括
討
論
」。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
る「
半
導

体
研
究
会
」代
表
の
藤
原
寿
和
さ
ん（
元
東

京
都
環
境
局
職
員
）が
、
次
の
よ
う
な
半

導
体
産
業
の
リ
ス
ク
を
列
挙
し
た
。

　
①
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
：
高
市
首
相
の
台
湾

有
事
発
言
を
受
け
た
中
国
に
よ
る
レ
ア

ア
ー
ス
の
輸
出
規
制
な
ど
の
動
き
も
あ
り
、

製
造
で
き
な
く
な
る
と
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
な
ど
生
活
必
需
品
の
品
不
足
を
招
く

　
②
水
や
電
気
の
大
量
消
費
に
よ
る
資
源

消
費
の
リ
ス
ク

　
③
操
業
に
と
も
な
う
千
歳
川
か
ら
石
狩

川
周
辺
で
の
水
や
大
気
・
土
壌
の
汚
染
な

ど
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク

　
④
製
造
工
程
で
有
害
化
学
物
質
や
特
殊

ガ
ス
を
使
う
た
め
、
工
場
内
の
労
働
者
の

健
康
リ
ス
ク
や
環
境
汚
染
の
リ
ス
ク

　
⑤
高
圧
ガ
ス
な
ど
の
危
険
物
に
よ
る
リ

ス
ク（
国
内
外
の
半
導
体
工
場

で
、
災
害
や
爆
発
事
故
の
発
生

事
例
も
あ
る
）

　
⑥
地
域
の
交
通
や
地
価
、
農

漁
業
の
基
盤
へ
の
影
響
な
ど
イ
ン
フ
ラ
リ

ス
ク

　
⑦
外
部
資
本
が
入
る
こ
と
で
地
域
資
源

や
社
会
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、
国
内
で

の
植
民
地
化
を
生
じ
さ
せ
る
リ
ス
ク

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「（
ラ
ピ
ダ
ス
立
地

に
と
も
な
う
）地
価
の
高
騰
や
今
あ
る
第

一
次
産
業
の
衰
退
、
環
境
汚
染
や
工
場
で

の
災
害
・
事
故
の
増
加
な
ど
の
各
種
リ
ス

ク
が
地
域
に
も
た
ら
す“
負
の
影
響
”を
解

明
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」（
藤
原

さ
ん
）と
結
ん
で
い
た
。

　

ラ
ピ
ダ
ス
の
稼
働
に
と
も
な
う
影
響
の

う
ち
、
現
時
点
で
最
も
人
々
の
関
心
が
高

い
こ
と
は
、「
工
場
を
経
由
し
て
千
歳
川
や

石
狩
湾
な
ど
へ
の
環
境
汚
染
を
も
た
ら
さ

な
い
か
」と
い
う
懸
念
だ
ろ
う
。

　

工
場
は
新
千
歳
空
港
に
近
接
す
る
工
業

団
地「
美
々
ワ
ー
ル
ド
」の
敷
地
内
に
建
設

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
使
わ
れ
る
水
は
、

胆
振
管
内
を
流
れ
て
太
平
洋
に
注
ぐ
安
平

川
か
ら
く
み
上
げ
、
苫
東
地
区
か
ら
22
キ

ロ
に
お
よ
ぶ
配
水
管
を
使
っ
て
供
給
。
工

場
か
ら
の
排
水
は
、
千
歳
市
の
公
共
下
水

処
理
場
を
経
て
、
今
度
は
石
狩
川
水
系
の

千
歳
川
に
放
流
す
る
。
か
つ
て
物
議
を
か

も
し
た
、
日
本
海
に
注
ぐ
河
川
の
水
を
洪

水
時
に
太
平
洋
に
逆
流
さ
せ
る
─
─
と
い

う
、
道
開
発
局
の
千
歳
川
放
水
路
計
画
の

逆
を
行
く
よ
う
な
事
業
と
い
え
る
。

　

一
昨
年
７
月
、
そ
の
安
平
川
に
架
か
る

源
武
橋
か
ら
採
取
し
た
河
川
水
か
ら
国
の

暫
定
目
標
値
の
２
倍
近
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
）が
検
出
さ
れ

た（
本
誌
24
年
11
月
号
を
参
照
）。
そ
の
後

の
水
質
調
査
で
は
汚
染
濃
度
は
下
が
っ
て

い
る
が
、
規
制
当
局
は
依
然
と
し
て
汚
染

源
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

「
永
遠
に
消
え
な
い
化
学
物
質
」と
呼
ば
れ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
１
万
種
類
以
上
あ
る
と
さ

れ
る
が
、「
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律（
化
審
法
）」で
製

造
・
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
３
物

質
だ
け
。
近
い
将
来
、
数
物
質
が
規
制
対

象
に
加
わ
る
見
込
み
だ
が
、
現
状
で
は
野

放
し
状
態
と
い
っ
て
い
い
。

　

規
制
対
象
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
は
ホ
ル
モ

ン
へ
の
影
響
や
新
生
児
の
体
重
の
低
下
傾

向
、
免
疫
力
低
下
、
発
癌
の
可
能
性
な
ど

を
引
き
起
こ
す
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
は

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
素
材
や
消
化
剤
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
、
半
導
体
な
ど
の
分
野
で

幅
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。

　

汚
染
源
と
し
て
は
、
泡
消
化
剤
を
使
う

空
港
や
駐
車
場
、
半
導
体
製
造
工
場
、
産

業
廃
棄
物
の
処
分
場
な
ど
が
挙
が
っ
て
き

た
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
ラ
ピ
ダ
ス
は
規

制
対
象
の
３
物
質
に
つ
い
て「
使
用
し
な

い
」「
持
ち
込
ま
な
い
」と
し
て
い
る
。

「
遊
」の
講
座
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
石
狩
川
流
域

の
農
漁
業
に
つ
い
て
講
演
し
た
一
次
産
業

記
者
の
森
川
純
さ
ん（
札
幌
在
住
）は
、
ラ

ピ
ダ
ス
社
と
の
や
り
取
り
を
重
ね
た
。

　

一
昨
年
秋
の
取
材
の
中
で
、
同
社
は
半

市
民
の
視
点
か
ら
半
導
体
産
業
の

功
罪
と
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
検
証

使
用
済
レ
ジ
ス
ト
に
規
制
外
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

道
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
が
急
務

規
制
対
象
の
３
物
質
以
外
は
野
放
し

安
平
川
と
ラ
ピ
ダ
ス
排
水
に
懸
念
も

千歳川から取水し、水道水を供給する江別市の上江別浄水場

ラピダス検証 　「
ラ
ピ
ダ
ス
」を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
危
険
性
、
情
報
公
開
は
？

　「
ラ
ピ
ダ
ス
」を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
危
険
性
、
情
報
公
開
は
？



4
THE HOPPO JOURNAL 2026. 4 .

3
THE HOPPO JOURNAL2026. 4 .

26
年
度
前
期　
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」の
半
導
体
関
連
企
画

ラピダス検証
導
体
製
造
時
に
使
う
レ
ジ
ス
ト（
註
＝
シ

リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
ー
上
に
回
路
パ
タ
ー
ン
を

転
写
す
る
た
め
の「
感
光
性
保
護
膜
」の
こ

と
）に
規
制
対
象
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま

れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
た
、
と

い
う
。
使
用
済
み
の
レ
ジ
ス
ト
は
、
す
べ

て
回
収
し
て
産
廃
処
理
業
者
が
高
温
焼
却

す
る
こ
と
に
な
る
。
森
川
さ
ん
は
、

「
洗
浄
工
程
な
ど
で
微
量
の
レ
ジ
ス
ト
が

水
に
溶
け
だ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
27

年
の
量
産
化
後
、
活
性
炭
除
去
装
置
を

使
っ
て
も
短
鎖
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
分
子
が
小

さ
く
、
水
に
溶
け
や
す
い
。
回
収
が
困
難

な
た
め
、（
会
社
側
は
）微
量
の
規
制
対
象

外
の
物
質
が
千
歳
川
に
排
出
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
」

　

と
説
明
し
、
道
民
や
行
政
な
ど
が
規
制

対
象
の
３
物
質
以
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
も
着

　

ラ
ピ
ダ
ス
社
と
道
は
昨
年
１
月
、
同
社

の
水
利
用
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
済
み

だ
。
江
別
市
議
の
干
場
芳
子
さ
ん
は
、
道

の
条
例
に
基
づ
い
て
協
定
書
の
公
開
を
求

め
た
が
、
３
分
の
２
ほ
ど
が
黒
塗
り
に
さ

れ
た
文
書
が“
開
示
”さ
れ
た
。

　

北
海
道
経
済
の
起
爆
剤
に
な
る
と
喧
伝

さ
れ
る
一
方
で
、
道
民
の
健
康
や
環
境
保

全
に
対
す
る
関
心
が
高
い
水
利
用
に
関
す

る
協
定
書
な
の
に
、
道
は
い
っ
た
い
何
を

隠
し
た
い
の
か
─
─
。
筆
者
の
目
に
は
、

“
国
策
企
業
”の
ラ
ピ
ダ
ス
社
を
支
援
す
る

政
府
に
向
け
た
、
道
に
よ
る
過
剰
な
忖
度

を
物
語
る
対
応
に
映
る
。

　

江
別
市
議
会
で
前
出
の
意
見

書
が
可
決
さ
れ
た
日
、
道
議
会

本
会
議
で
は
千
歳
市
選
出
の
小

林
千
代
美
議
員（
民
主
・
道
民

目
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ（
台
湾
の
大
手
半
導
体
企
業

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
関
連
会
社
）が
本
格
操
業
を

始
め
た
熊
本
で
は
、
県
独
自
で
２
５
０
種

類
に
お
よ
ぶ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
河
川
水
や
地
下

水
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
と
い
う
。

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の

本
操
業
後
の
昨
年
、
短
鎖
の
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
な

ど
の
数
値
が
上
昇
し
ま
し
た
。
欧
米
で
は
、

水
道
水
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
な
ど
も
対

象
に
し
て
規
制
の
網
を
広
げ
て
い
ま
す
が
、

道
は
熊
本
県
の
対
応
を
知
っ
て
い
る
の
に

調
査
対
象
を
拡
大
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

ラ
ピ
ダ
ス
の
排
水
は
、
公
共
下
水
道
を

経
て
千
歳
川
に
流
さ
れ
、
江
別
市
内
で
石

狩
川
と
合
流
し
て
石
狩
湾
に
注
ぎ
ま
す
。

千
歳
川
の
水
は
１
市
２
町（
江
別
・
長
沼
・

南
幌
）の
水
道
水
の
ほ
か
、
一
部
は
農
業

用
水
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
石
狩
湾
の
魚

が
取
り
込
む
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
」（
森

川
さ
ん
）と
、
ラ
ピ
ダ
ス
を
め
ぐ
る
水
問

題
の
構
図
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

江
別
市
の
上
江
別
浄
水
場
で
は
、
飲
料

水
の
水
源
を
千
歳
川
に
求
め
て
き
た（
註

＝
市
内
に
は
漁
川
を
水
源
に
す
る
地
域
も

あ
る
）。
ラ
ピ
ダ
ス
の
稼
働
に
と
も
な
い
、

連
合
）が
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
水
利
用
な
ど
に

つ
い
て
質
し
、
黒
塗
り
文
書
に
も
改
善
を

求
め
た
。
答
弁
に
立
っ
た
鈴
木
知
事
は
、

「
情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
判

断
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
本
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
は
ぐ
ら

か
し
、
地
元
議
会
や
道
民
に
寄
り
添
う
姿

勢
を
見
せ
て
い
な
い
。

　

干
場
さ
ん
は
、
今
回
の
決
定
に
対
す
る

不
服
申
し
立
て
を
行
な
い
、
５
月
に
は
道

の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
で

の
意
見
陳
述
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

２
月
の「
遊
」の
総
括
討
論
の
中
で
、
前

出
の
森
川
さ
ん
は
自
身
の
取
材
経
験
な
ど

を
も
と
に
、
こ
う
提
案
し
た
。

「
わ
た
し
も
大
方
は
黒
塗
り
で
し
た
が
、

ラ
ピ
ダ
ス
は
積
極
的
に
隠
そ
う
と
は
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
熊
本
県
で
は
、

見
学
に
訪
れ
た
国
会
議
員
が
会
社
側（
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｍ
）に
質
す
と
後
日
、
経
産
省
経
由

で
回
答
が
出
さ
れ
、
県
も
使
わ
れ
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
黒
塗

り
文
書
を
正
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、
ラ
ピ

ダ
ス
に
聞
く
ほ
う
が
近
道
で
は
な
い
か
」

　

先
端
半
導
体
工
場
の「
負
の
側
面
」を
指

摘
す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
ほ
と
ん
ど
な
い

中
で
、
民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
は
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
今
後
も
注
視
し
た
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
有
害
化
学
物
質
が
含
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
工
場
排
水
が
千
歳
川

に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
。

　

昨
年
９
月
18
日
の
江
別
市
議
会
は
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
開
示
と

検
査
体
制
の
充
実
を
求
め
る
、
鈴
木
直
道

知
事
あ
て
の
意
見
書
案
を
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
一
部
を

原
文
の
ま
ま
紹
介
し
て
お
く
。

「（
略
）ラ
ピ
ダ
ス
株
式
会
社
の
排
水
が
千

歳
川
に
流
れ
る
こ
と
は
、
水
道
水
の
水
質

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
市
民
の
健
康
や
地

域
の
農
業
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
と
、
多
く
の
市
民
が
懸
念
を

抱
い
て
お
り
ま
す
。
ラ
ピ
ダ
ス
株
式
会
社

は
、
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の

規
制
に
関
す
る
法
律
で
、
第
一
種

特
定
化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
る
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ

Ｓ（
以
下「
特
定
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」と
い

う
。）を
使
用
し
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
特
定
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
以
外
に
使

用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
種
類
は
非
公

表
で
あ
り
、
万
が
一
、
特
定
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
以
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
水
道
水

に
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
検

査
す
る
体
制
も
対
応
策
も
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
が
、
市
民
の

不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
」

「
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
１
月
に
北
海
道

と
ラ
ピ
ダ
ス
株
式
会
社
が
締
結
し
た
水
利

用
に
関
す
る
協
定
で
は
、
そ
の
内
容
・
細

目
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ

り
、
市
民
の
不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。（
略
）よ
っ
て
、
北

海
道
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
株

式
会
社
の
半
導
体
製
造
工
場
の
本
格
稼
働

に
向
け
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
積
極
的
な

情
報
開
示
を
求
め
る
こ
と
の
ほ
か
、
検
査

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
水
質
汚
染
に

対
す
る
市
民
の
不
安
に
寄
り
添
う
、
ご
く

真
っ
当
な
議
会
の
姿
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

水
利
用
め
ぐ
る
情
報
公
開
も
不
十
分

江
別
市
議
会
が
全
会
一
致
で
意
見
書

ラピダスは第２のダイキン工業ＰＦＯＡ汚染を招くのか？

半導体産業ラピダスの操業で地域社会の環境と暮らしはどうなるの？

＊日時：４月 18 日（土）午後２時～４時 40 分
＊会場：札幌エルプラザ２階環境研修室１・２
　　　　（北区北８西３）
＊参加費：800 円
　・第１部＝相沢晶子・千歳市議、
　　　　　　干場芳子・江別市議の基調報告
　・第２部＝非営利独立メディア「Tansa」記者
　　　　　　中川七海さんによる講演

① 5月19日：「アイヌ政策からみたラピダス工場に対する懸念」
　　講師：葛野次雄さん（コタンの会副代表）
② 6月16日：「『森・川・海』保全運動からみたラピダスの問題点」
　　講師：藤原寿和さん（「半導体研究会」代表）
③ 7月21日：「北海道における有機農業からみたラピダスの問題点」
　　講師：森川純さん（一次産業記者）
④ 8月18日：「ジャーナリストからみた半導体政策をめぐる問題点」
　　講師：片野裕之さん（新聞記者）
⑤ 9月15日：「こどもたちにとっての半導体のお話」
　　講師：藤原寿和さん

＊いずれもオンライン併用
＊会場：自由学校「遊」
　　　　（中央区南1西5
　　　     愛生舘ビル5階）
＊問い合わせ先
　☎︎011・252・6752
　https://sapporoyu.org/

《 公開学習会 》

《 連続講座（全５回） 》

「遊」の講座でラピダス社とのやり取りなどを
紹介する森川純さん（２月 17日）

道が「開示」した「水利用に関する協定書」は３分の２が
黒塗りだった

黒
塗
り
文
書
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
を

行
な
っ
た
江
別
市
議
の
干
場
さ
ん


